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はじめに
嘗ては名著と言われた書籍もその著者が他界してしまうと,顧みられなくな
ることがある｡特に移り変りの激しい事象を取り扱う分野の学問においては然
りである｡PhilipVanNessMyers の数々の著書もその部類にはいるので
はなかろうか｡Myersは1846年NewYorkに生れ,1937年に他界した歴史学
者である｡彼は最初 Lawを学んだが後に歴史を勉強し,Ohio農科大学長を
勤め (1879-90),1890年以降は Cincinnati大学で歴史及び政治経済の教撹
を勤めたo著書には AncientHistory1882,MedievalandModernHistory
1889,GeneralHistory1889,EasternNationsandGreece1897,Rome,Its
RiseandFal1900,TheMiddleAges1902,TheModernAge1903,His-
toryasPastEthics1913等がある｡これ等著書から見る限り,彼は 西洋史
の中でも古代史,特にギリシア,ローマの研究家であった様に思える｡西洋史
の専門家でもないのに私が敢てGeneralHistoryを取り上げて読破できたの
は,その内容の含蓄の深さもさることながら,その英文の表現力のすぼらしさ
に魅せられたからでもある｡取り上げたテーマ-も西洋史の専攻者から見れば
極く常識的なものであり,特殊なものではないが,素人の私が私なりに考えた
り感じたりしたことを雑駁に並べただけで,当に標題の通り読後雑考であるこ
とをおことわりしておきたい｡Myersは法律を学び政治経済の講座も受け持っ
ていただけに,その歴史の論述も歴史の背後にある政治経済を鋭く追求してい
るのは特筆すべき点であろう｡又歴史上の人物の個人評は卓越しており,各人
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物の吐露した文言を dramaticに織りこんでいるのも印象的である｡私の読
破したGeneralHistoyは彼がCincimnati大学の歴史学のHonoraryLecturer
の時代の著作のSecondRevisedEditionであるから,彼の晩年の著作であろう｡
727亘の分厚い書物で古代から第一次世界大戦終了後の VersailesPeace
Conferenceで終っているので,第二次世界大戦の勃発過程や戦後今日にいたる
世界の現状についての記述は勿論あるはずはない｡それでも一読に価する素晴
しい名著であることを改めて再認識した次第である｡
1 TheAtheniandemocracyandwomen
Democracyはギリシャ語のDemokratieに由来し,人民を意味するDemos
と支配政治を意味するKratiaという語の結合からなっており,本来は ｢人民
の政治｣という意味である｡そして19,20世紀を支配する政治用語になり,人
民による政治,多数による政治を意味することになったが,その起源はギリシャ
に見られる都市国家の自由参政権に由来する｡中でもアテネはその典型的なも
のであった｡しかし勿論今日の民主制とは著しく異なり18才以上の男性市民に
参政権が限定され,女性,在留外人,奴隷は政治から除外されていたから,全人
口の中13.6%位が政治に関与しただけである｡紀元前443年～429年のPericles
時代が最も民主制の徹底した時代であり,ポリスの民主政治によって養われ
た自由と公共の精神は大きな文化遺産となり,後のヨーロッパ思想に大きな感
化を与えた｡しかし当時の婦人の地位はどうであったか｡｢よきにつけ悪しき
につけ男の噂にのぼらない婦人がBestなのである｣というその時代の諺が示す
様に,婦人は公衆の面前には滅多に出ず自分の家においてさへ夫の男友達にあ
うことも許されなかった｡又演劇も悲劇は見ることを許されたが comicは見
られなかったという｡男性から妻に宛てた手紙を夫は自由に見る事ができ,堤
合によってはそれを根接に訴訟すらできたのに婦人にはそれができなかった｡
男女同権の思想はヨーロッパの方が東洋よりも数段先んじている様に我々は兎
角考え勝ちであるが,決して欧米諸国ですら男女同権の思想はそんなに甘くは
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なかったのである｡
Although thereareinGreekliteraturesomeexquisitelybeautiful
portraituresofidealwomanhood,stilthegeneraltoneofthelite-
raturebetraysadeepcontemptforwoman.Thucydidesquoteswith
seemingapprovaltheGreekproverb,"Thatwomanisbestwhois
leastspokenofamongmen,whetherforgoodorforevil."
Thisunworthyconceptionofwomanofcourseconsignedhertoa
na汀OWandinferiorplaceintheGreekhome.Herpositionmaybe
definedasbeingabouthalfwaybetweenorientals∝lusionandmod-
ernorWesternfreedom.Hermaindutiesweretocookandspin,and
tooverseethedomesticslaves,ofwhomsheherselfwaspractically
one.Inthefashionablesocietyofloniancitiesshewasseldom auo-
wedtoappearinpublic,ortomeet,eveninherownhouse,themale
rriendsorherhusband.(P143)
又 観劇については次の如く記す｡
TheatriCalperformances,beingreligiousacts,werepresentedonly
duringreligiousfestivals.- certainfestivalsobservedinhonor
ofDionysus,- andwereattendedbyalclasses,richandpoor,
men,women,andchildren
Thewomen,however,were,itwouldseem,permittedtowitness
tragediesonly;thecomicstagewastoogrosstoalow oftheir
preSenCeo (P143)
〔注〕 英文下の横線は筆者による｡以下同じ
ついでに上述の趣旨を端的にあらわしたものとしてペリクレスの戦没戦士葬
送演説の一部に次の言葉がある.この演説は格調高い民主主義の演説としてリ
ンカーンのゲティスパーグ演説と並ぶものであるが,未亡人への戒めは古代民
主政下の婦人の閉ざされた社会的地位を物語っている｡
99
｢- -またこのたび寡婦となられたかたがたの婦徳について,私から何か申
し上げねばならないなら,短い忠告で示そう｡すなわちあなたがたにとり大き
な誉れは,女としての本性に劣らぬ人々や,また褒旺いずれについても男ども
の噂にのぼることが最も少ない人にあろうと｡-･-｣
2.Carthageshouldbedestroyed.
カルタゴは今日の北アフリカ,Tunisia共和国の首都Tunisの北方にあたる
地域である｡もとフェニキヤの植民地であったが,紀元前300年頃より地中海
貿易で大なる富力を蓄積し,自然の勢として当時地中海を距てたローマと対時
するに至った｡富の点に於てはローマに勝っていたが,政治的才能に於てはロー
マ人に劣り,数名の富豪よりなる貴族的寡頭政治の下にあって平民は重税に圧
迫され,傭兵制度の為団結力に欠けていた｡BC264からBC146に亘る約118年3
回に亘るPunicWarによってカルタゴはローマに滅されるのである｡ローマ
は他の征服地に対し自治を認め寛大な処置をとったことがローマ拡大の原因で
あるのだが,カルタゴに対しては,実に徹底的繊減を試みた｡蓋しそれは両者
の経済的反目がいかに深刻であったかを物語るものである｡第-回のPunic
Warにおけるカルタゴ敗北による10ケ年賦3200タレントという多額の賠償金
支払い,第二回のPunicWarにおけるHannibalの復讐戦もカルタゴ本国内
の平和希望者の為支援続かず屈辱的和平条件を受けざるを得なかった｡しかし
貿易国カルタゴは努力して漸次繁栄を来した｡ローマ元老院議員MarcusCato
はその繁栄振りを見て驚いた様子をMyersは次の如く描写する｡
Whenhe(Cato)sawtheprosperityofCarthage,- herimmense
trade,whichcrowdedherharborwithships,andthecolntryfor
milesbackofthecityabeautifullandscapeofgardensandvilas,一
一 bewasamazedatthegrownlgpowerandwealthofthecity,
andreturnedhomeconvincedthatthesafetyofRomedemandedthe
destructionofherrival.Alofhisaddressesafterthis一一no
matteronwhatsubject- heissaidinvariablytohaveclosedwith
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thedeclaration,"Moreover,Carthegeshouldbedestroyed."(P179)
ローマの資本家達はカルタゴが葡萄酒とオリー ヴ油との供給によってイタリ
ア本土の農業を妨害することを最もおそれた｡ローマはカルタゴの隣国たる
Numidiaを使喋して頻りにカルタゴを侵略せしめた.カルタゴは何度もその
不都合を訴えたが聴き容れられず,巳むなくNumidiaに対して戦わざるを得
なかった｡｢カルタゴはローマの許可なくして他国と戦ってはならない｣とい
う第二PunicWarの講和条件違反を口実としてカルタゴを難詰した｡そして
カルタゴはその港湾をローマに委ね,海岸を去る10哩の地点に移住することを
要求した｡しかし商業貿易を生命としているカルタゴにとってはそれは正に生
命を絶たれるも同然であった｡ローマの要求を拒絶したカルタゴはあらゆる犠
牲を払って新に武器を製造し寺院は工場と化し婦女は毛髪を切って弓絃となし,
カルタゴの城壁によってローマの攻撃に耐えること4年,遂に矢轟き刀折れて
ローマの将軍スキビオの為に滅されてしまった｡
Apretextfordestroyingthecitywasnotlongwanting.Charging
theCarthagianswithhavingbrokentheconditionsofthelasttreaty,
- theyhadbrokenthemereletterofit,- theRomanslaid
slegetOCarthage.Forfouryearsthecityheldoutagainstthe
Romanarmy.AtlengththecounselScipiosucceededintakingit
bystorm.Thecitywasliteralyerased.Everytraceorbuilding
whichri一ecouldnotdestroyedwasleveled,aploughwasdrivenover
thesite,andadreadfulcurseinvokeduponanyonewhoshould
dareattempttorebuildthecity(P179)
勇将Scipioはカルタゴが滅亡の炎の中にあるのを見て ｢アッシリアはすで
に滅び,ベルシア,マケドニアも滅びた｡そして今やカルタゴは炎の樫にある｡
次に来らんものはローマか｣と長嘆し,涙を流しながら,｢イリアツド｣のト
ロヤ炎上の部分を詞したといわれる｡
Polybius,who wasaneyewitnessofthedestructionorthecity,
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recordsthatScipio,ashegazeduponthesmolderingruins,Seemed
toreadinthemthefateofRome,and,burstingintotears,sadly
repeatedthelinesofHomer:
ThedayshambewhenholyTroyshalfan
AndPriam,lordofspears,andPriam'sfolk(P179)
かくしてカルタゴは火焔と共に滅亡し,ローマの覇権は成ったのである｡し
かしカルタゴ滅亡後600年位に至って,ローマも周辺の蛮族に侵略される浮目
にあう｡昔カルタゴとして栄えた土地も紀元455年Vandalという海賊が襲うこ
とになり,Scipioが奇しくも予言したことが実現する破目に陥る｡
TheshipsortheVandals,whichalmosthidwiththeirnumberthe
watersoftheTiber,werepiled,ashadbeenthewagonsofthe
Gothsbeforethem,Withtherichandweightyspoilsorthecapital
中略
TheVandal fleetsailedforCarthage,bearing,besidestheplunder
ofthecity,morethan thirtythousandoftheinhabitantsasslaves.
Carthage,throughherown barbarian conquerors,wasatlast
avengeduponherhatedrival.ThemournfulpresentimentofScipio
hadbeenfulfiled.ThecruelfateofCarthagemighthavebeenread
agalninthepiuagedctiythattheVandalsleftbehindthem.
(P230-23)
後世ナポレオンは大陸に於ては嚇々たる観乗を収めたが,どうしても歯がた
たなかったのは卓越したイギリスの海軍力であった｡イギリスは海軍力と共に
17世紀以来国内に勃興した産業革命の結果と広大な植民地との貿易によって蓄
積された巨大な富を有していた｡その為ナポレオンは折角スペインから得たア
メリカの植民地Louisianaを1803年に1500万番で売却して英国討伐の準備をと
とのえるのである｡そしてCarthagemustbedestroyedと英国をカルタゴに
見立ててローマ気取りのフランスがこれを何とかして征服しようとした｡だ
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がこのカルタゴはあべこべにローマをトラファルガルの海戦やウオーターロー
の陸戦で撃破することになったのであるが｡
Asearlyas1803Napoleonhadbegantomassagreatarmyat
Boulogne,ontheEnglishChannel,andtobuildanimmensenumber
offlat-bottomedboatspreparatorytoaninvasionofEngland･
C`arthagemustbedestroyed",wasthemenacingandpersistent
cryortheFrenchpress."MasterortheChannelforsixhours,'said
Napoleon,"andwearemastersoftheworld.'Toarousepatriotic
enthusiasm byhistoricmemories,hecausedtheBayeuxTapestry,
thefamousmemorialoftheNormanconquestorEngland,tobe
broughttoParis.(P548).
さて現今我が国日本はCarthageにならねばよいがと思う｡戦後の奇蹟によっ
て日本は米国を凌駕する経済大国になった｡ついこの間までは米国から手取り
足取り色々な技術を学び経済的援助も受けてきた｡両国に大きな差がある問は
jealousyもrival意識も起こらないが,完全に対等若しくは日本が米国よりも優
位に立っと事情は違ってくる｡日米の経済摩擦という両国間のtroubleが起こ
り始めた｡又日本の発展途上国に対する経済援助もsmoothではない｡米国が
嘗て随分後進国に経済援助をしたにもかかわらず,相手国は必ずしも有難く思
わなかったがそれ以上に日本に対する発展途上国の態度は好意的であるとは言
い切れない｡その原因は種々複雑な事情が絡んでいることも間違いないが,経
済は一流であっても政治は二流,三流である日本は丁度約2,000年前の
Carthageに類似している所はないか.カルタゴは貿易により経済的繁栄によっ
てギリシャ･ローマの反発を買ったのみならず周辺のすべての民族を散にして
しまったことに滅亡の原因があった｡私は過去の歴史を安易に現代のそれと結
びっけるつもりはないが,カルタゴの歴史からなにがしかの教訓を汲みとるべ
きではなかろうかと思う｡
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3.Whenthecat'saway,themicewilplay.
1339年から1453年にかけて英仏間には王位継承問題や経済的な利害が絡み,
所謂百年戦争が勃発｡1337年英王が挑戦し1338年英軍が仏領に上陸,1339年開
戟,戦場はすべて大陸,英軍に大砲が登場した｡休戦が多く時折り決戦が行わ
れたに過ぎなかった0両軍とも傭兵が多く使用され,一隊の私兵を率いる貴族
が国王と契約を結び,一括して給料を受け取っていたが,休戦により無給とな
ると傭兵たちは隊長を中心に野盗の群に転化して農村を荒した｡この様な悪い
背景の下には更に悪い事が起るもので1347-1349年の問に亘りペストである
BlackDeathが欧州全体を席巻した｡
At]'ustthistimetherefeluponEuropetheawfulpestilenceknown
astheBlackDeath.Theplaguewasintroducedfrom theEastby
wayofthetraderoutesoftheMediterranean,andfromtheSouth-
erncountriesspreadinthecolrSeOfafewyearsovertheentire
continent,itsvirulencewithoutdoubtbeinggreatlyincreasedby
theunsanitaryconditionofthecrowdedtownsandthewretched
modeoflivingofthepoorerclasses.InnotafewreglOnSalmostal
thepeoplefelvictimstothescourge.Manymonasterieswerealmost
emptied.IntheMediterraneanandtheBaltic,Shipswereseen
driftingaboutwitholtasoulonboard.Cropsrottedunharvsted
inthefields;herdsandflockswanderedaboutunattended.Itis
estimatedthatfrom onethirdtoonehalfofthepopulationof
Europeperished.Hecker,ahistorianofthepestilence,estimates
thetotalnumberofvictimsattwenty-fivemilions.Itwasthe
mostawfulcalamitythateverbefelthehumanrace.(P346)
放てここでペスト流行の原因としてMyersが述べる如く,戦争や略奪で荒廃
した都市,農村の非衛生的背景にこそその主因があるものと思うが,ここに
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興味深い説をたてる考え方がある｡そもそもペストのcarrierはねずみである
といわれるが,この頃Europeには猫がほとんどいなくなっていたのである｡
その理由は何か｡元来猫はエジ プト時代は穀倉をねずみの被害から守る動物
として,Passhetという女体の頭だけが猫という神様が信仰されていたのであ
る｡然るに中世にはいるとキリスト教徒達は,猫はキリスト教以前の宗教に関
係ある動物,つまり異教徒の大切にした動物であることの反動としてヨーロッ
パ中で生きたまま焚殺される憂目にあう｡まさに怨念の強いといわれる猫が,
その怨みからBlackDeathを流行せしめたとは思いたくないが,ペストを運ん
で来たねずみの大群がヨーロッパに来た時は猫は絶滅していたらしい｡その間
の事情をKennethKedrick&BrianPowleのCrossICulturalFantasia(P25)
には次の如く記されている｡
TheGoldenageforthecatcametoanendintheMiddleAges
TheChristianchurchbegantopersecutethecatbecauseofitsconnection
withpre-Christianreligions.Thecatwasnowaccusedofbeing
connectedwithwitchcraftandthedevil.Thousandsofcatswere
burnedaliveincat-burningceremoniesthroughoutEurope,tothe
hystericalcriesorfanaticalChristians.Theybelievedthatkilingthe
catsfreedthemfromthedevil'sinfluence.Afteryearsorpersecution
bytheclmrch,thecatbecamevirtualyextinctinEurope,justat
thetimewhentheywereneededmost.EuropewasbeingInvaded
byho一dsorplague-camngratsfrom Asia.Asthesaylnggoes,
"Whenthecatsaway,themicewilplay."Theratsnotonlyplayed,
theyalsokiledtwothirdsorthepopulationofEuropewiththeBlack
Death.
4 VirgineQueenE一izabeth(1558-1603)
1952年 (昭27年)英国王GeorgeⅥ (1936-1952)の逝去後女王 Elizabeth
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Ⅱが誕生した｡イギリスは世界的大帝国の通産を動員して第一次大戦には勝っ
たが,莫大な消耗により国力は衰えた｡1922年アイルランドは自由国となり,
インドには反英独立運動が激化し,中央集権的大英帝国は1931年英連邦に編成
された｡満6年にわたる第二次大戦でも国力を使い果して勝ちぬいたが,海外
領土は次々に独立,経済は困窮する一方であった時代に即位した英女王は,普
て内外に数々の功績をあげ,その後の英国発展の基礎を固めた女王Elizabeth
Iにあやかる為,ElizabethIと称したのであった｡果して今日の英国はその
欲する願望に近づいたかどうか｡それは別としてQueenElizabethIの45年間
の治世は,内外共に政治よろしくその後の英国大飛躍の基礎をきずいたことは
確かである｡特にスペインのlnvincibleArmadaを撃破し,北に-小島国を世
界の英国にした上,海外における多数の植民地の獲得,新教を信奉する女王が
Catholismに対してもこれを抑制する充分な権威を確立 したのであった｡
MyersもSheraisedthenation(England)from apositionorcomparative
insignificancetoaforemostplaceamongthestatesorEurope(P420)
という様にその治世の発展飛躍を評価しているが,その個人的性格については
鋭い酷評を下している｡即ち
Alongwithhergoodandqueenlyqualitiesshehadmanyunamiable
traits.ShewascaprlCIOuS,treacherous,andunscrupulous.Deception,
andfalsehoodwereherusualweaponsindiplomacy.(P420)とこきお
ろしている｡
そもそもElizabethはHenryVⅢと宮廷に仕える-女官であったBoleynとの
間にできた子供である｡HenryVⅡは兄の未亡人CatherineofAragonとやむな
く結婚したが,生まれた子供が次から次へと死亡することも手伝って彼女を離
婚する為にその承認を法王に求めた｡勿論それが許される筈がない｡従って彼
は旧教を捨てて新教徒となり,愛人Boleynと結婚したのである｡この両人とも
それぞれ人一倍個性強い人物であったせいかMyersはShe(Elizabeth)Seemsto
haveinheritedthecharacteristicsorbothparents;hence,perhaps,the
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inconsistenciesorherdisposition. (P420)と述べている｡彼女の治世中
は従姉妹QueenorScotsのMaryStuartとの関 連を除いては語り得ないので
あるが,"ModernHelen"と称せられた程の絶世の美人であるMaryが熟亡､な
旧教徒であったのを理由として19年間も牢獄に押しこめ遂に彼女をElizabeth
自身の王位をねらう反逆者として処刑してしまうのである｡だがElizabethは
最後まで自分がMaryを殺したことにしたくないので,種々の術策を弄する｡
そのことをMyersは
Marywastriedforcomplicityintheplot,wasdeclaredguilty,
and,aftersomehesitation,feignedorotherwise,onthepartof
Elizabeth,wasorderedtotheblock.EvenafterElizabethhadsigned
thewarrantforherexecutionsheattemptedtoevaderesponsibility
imthematterbycausingasuggestiontobemadetoMary'Sjailers
thattheyshouldkilhersecretly(P423-424).
Elizabethは俗に言う降る様な縁談を断って生涯独身で通した｡
Elizabethnevermarried,notwithstandingParliamentwasconstantly
urglnghertodoso,andsuitors,amongwhom wasPhilipⅡ or
Spain,WereasnumerousasthosewhosoughtthehandofPenelope.
Shedeclared- verylateinherrelgn,however- thatonher
coronationdayshewasmarriedtotheEnglishrealm,andthatshe
wouldhavenootherhusband.Sheremainedtotheendthe"fair
VestalthronedbytheWest.'(P421)
彼女の治世中数度の海外へのexpeditionが試みられ,SirWalterRaleigh
(1552?-1618)の企画は特筆される｡そして北アメリカの中央海岸遠征の時
inhonorofthevirginqueenによりその土地がVirginiaと名付けられたこと
は有名である｡しかし晩年の彼女はどうであったか｡絶えず良心の何重に悩ま
されたのではないか｡
TheclosingdaysofElizabeth-SrelgnWeretOherpersonalydark
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andgloomy.Sheseemedtobeburdenedwithasecretgriefaswel
asbythegrowlnginrermitiesorage.Shediedintheseventieth
yearorherageandtheforty-firthofherrelgn.Withherended
theTudorlineofEnglishsovereigns.(P426)
5.DivineRightofKing
とよあしはら ち い は あき みず ほ うみのこ なんじ
｢豊葦原の千五百秋の瑞穂の国は是れ吾が 子 の君たるべき地なり｡爾皇孫
ゆい あめつち きゆま
就て治めよ｡宝酢のさかえまさんこと天壌と共に窮り無かるべし｣
これは私共oldboysが戦前日本史や修身の教科書の冒頭に記載されていた
上記文言を暗記させられ,益t国に忠であるべきことを教えられたものである.
これは古事記や日本書記の天孫降酷の所に記載されている有名な神勅で,戦前
の日本の天皇の神格化を決定する根接となっていたものである｡これを受けて
大日本帝国憲法 (明治憲法)は
第一条に 大日本帝国ハ万世一系ノ天皇之ヲ統治ス
第三条に 天皇-神聖ニシテ侵スへカラス と規定した｡
上述は明らかに国王や君主の権力が神に由来すると説明するDivineRight
ofKingの説に外ならない｡この説はEmpireとかRomanSeeに代る国家の君
主や王達が,17,8世紀に称えたところにその特徴がある｡そしてこの説はや
がてDemocracyに取って代わられるのであるが,第一次大戦中のドイツや第二
次大戦中の日本の如く,封建性の強い国或いは後進国程長くこの説を保持して
いたといえるだろう｡もっとも古代エジプトに於てはPharaohはdivinenature
を有し,古代Judeaに於ても王はtheIJOrd'SAnointedで,地上では神のVicegerent
であった｡中世になってローマ法皇はその権威をdivinerightに求めていたと
言える｡しかし法皇と皇帝や王達が争い始め,やがてローマ法皇の権威を王達
が纂奪した時,彼等はroyalauthorityのdivinenatureを説きはじめるのであ
る｡そしてこの説が丁度国家の始まりというべき専制君主の好個のtheoryとし
て受け入れ られることになる｡ フランスLouis14世のcourtchaplainで
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であったBossuet(1627-1704)は説く
KingsaretheministersorGodandhisvicegerentontheearth.
Thethroneorakingisnotthethroneofaman,もutthethrone
orGodhimself.--Thepersonofkingsissacred,anditissacrilege
toharmthem.Theyaregods,andpertakeinsomefashionorthe
divineindependence. (P449-50)
しかし王権神授説が如何に王と国民との間に多大の犠牲を生ぜしめたか,又国
民は革命という理論を奉じて自分達こそ統治すべき真のdivineandinalienable
rightを所有するものであるかをdemonstrateするに至るとMyersは説いている｡
要するに近世初期即ち17世紀頃の国家は君主中心の専制国家である｡専制の語
は現代人に取っては呪わしいものであるが,それは多年社会に根を蔓らせてい
た中世以来の封建的傾向を打破せんための必要な過程でもあった｡けだし民権
の未だ充分に発達しなかった当時にあっては,君主の強大なる手腕によって国
家の権力が集中され,その力によって国民の利益を増進することが文化尭展上
当然な手段であったのである｡
我が国の明治維新に際しても,もしあの当時今日の様な日本国憲法を作成し
ても国民全体には受け入れられなかったであろう｡けだし当時の日本国民は憲
(i.)El
法発布の事を ｢天子様が絹の法被 (憲法発布)を下さるのだそうだ｣という程
度の幼稚な考え方しかもっていなかったからである｡新憲法から見れば明治憲
法は議会の力を極力抑制しようとした極めて非民主的なものではあるけれど,
当時としては兎に角一応近代国家の体裁を緊急に整えなければならなかっただ
けに,あの様な形式,内容を取らざるを得なかったことは巳むを得ないところ
であったと思われる｡
ところで王権神授説の信奉者の代表は何といってもフランスのLouis14世で
ある｡
L'E'tat,ce£tmoi(IamtheState) と彼が本当に言ったかどうかは学
者の間で疑問視されているのだが,
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Inhisownviewhewasbydivinecommissionthesolelegislator,
judge,andexecutiveoftheFrenchnation.(P453)
とMyersの表現が端的にこれを示す｡イギリスにおいてはJamesl世(位1603
-25)が1610年やはり議会に対してDivineRightofKingの演説を行なった
ことは有名である｡しかしイギリスでは元来王権神授説的な考え方の伝統は弱
く,ためにこれをふりかざしたStuart王朝の王に対して反感が強まり遂に清教
徒革命がおこった｡フランス,イギリスでは夫々革命によって王権神授説は完
全に払拭された｡然るにドイツは19世紀になって漸く国家としての頭角をあら
わしてきた｡それはbloodandironの政策を奉ずるBismarckの経倫に負うと
ころが大である｡しかし不幸にしてHohenzolerns家の三代目若きEmperor
WiliamⅡはBismarckと意見が合はずこれを罷免した｡そしてドイツ諸王侯
にあてて打った電文に日く｢国家という船の当直将校の役を朕が担当すること
になった｡航路は従来どおり全速で航行せよ｣と｡しかし航路は従来とは大い
に異なり,ドイツ外交は世界政策へと進んでゆくのである｡そして彼は次の如
く述べた｡
Ⅰaloneammasterhere;whoopposesmeIshalcrush(asentiment
expressedbytheyoungEmperoratthetimehe"droppedhispilot,"
PrinceBismarck)."WeHehenzolernstakeourcrownfrom God
alone,andtoGodaloneweareresponsibleinthefulfilmentof
duty.""ThespiritortheLordhasdescendeduponmebecauseIam
theEmperoroftheGermans.IamtheinstrumentoftheAlmighty,
hissword,hisagent.Woeanddeathtoalthosewhoopposemy
wil."(P661)と｡
そしてMyersは上述の言葉に対して次の如く論評を加える｡
Now,thisisexactlythelanguageofthedivine-rightStuartsof
England and thepre-revolutionary BourbonsofFrance,whose
arrogantassumptionsandunbearabletyrannydidso･muchtoprovoke
llO
theEnglishandtheFrenchRevolution.Theidealorgovernment,the
modeorthinking,shownbythesedeclarationswasoneorthedeeper
causesoftheWorldWar(第一次世界大戦)- forcivilizationcannot
existhalfautocraticandhalfdemocratic- andwaswhatmadeit
possibleforPresidentWilson,when,inthethirdyearofthe
unprecedentedconflict,theUnitedStatesenteredthewar,todefineit
asfundamentallyastrugglebetweendemocracyandautocrauyandto
declareouraimandplrpOSeinenteringthewartobe"tomake
theworldsafefordemocracy.'(p662)
WilianⅡはドイツ民族が世界を支配する優秀民族とうぬぼれ,世界を征覇
するの はドイツ民族と考えたのは,丁度第二次世界大戦当時の日本が大和民
族こそ世界を支配する卓越した民族で八紘一宇をとなえて侵略戦争を惹起した
のとよく類似しているではないか｡日本は終戦前においても約30年も遅れてい
たというべきか｡
6.AfterustheDeluge
1789年7月4日BastileのStormingを契機としてフランス革命が始り,幾
多の貯余曲折を経て1793年1月Louis16世,同年10月皇妃MarieAntoinetteが
guilotineによって処刑される惨劇が訪れるのである｡ しかしLouis16世夫妻
はむしろBurbon王朝累代の積弊が一挙に爆発したその犠牲者というべきであ
る｡Louis14世は先述した様に王権神授説を奉ずる専制君主であった｡財政の
濫費,たとえばかの有名なVersailes宮殿の如きはLolユis14世の権勢とそれによ
る豪菅を語る記念物であろう｡その上屡々無謀な大戦争を起し,財政の能吏コ
ルベール等の努力によって充実した国庫を窮乏せしめていた｡この経済的困窮
の禍根を改めるには,Louis15世,16世共に荷が重すぎたのである｡Louis14世
の晩年は可成悲惨なものであった｡王は太子と二人の孫とを病気のために失い,
継承者としてはただ5才の玄孫 (後のLouis15世)が在るのみである｡この様
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に後継者の相次ぐ病死はBurbon王朝の末路を暗示する出来事であったかもし
れない｡Louis15世は7年戦争を起し,Louis16世はイギリスとの対抗意識から
アメリカ独立戦争を応援し多大の国庫出費をした｡実にフランス革命の原因は,
この7年戦争とアメリカ独立戦争応援の結果に膝胎するともいわれる｡その上
Louis15世は寵姫としてMadamedePompadourの多大の影響下にあった｡彼
女はその美貌によってLouis15世を20年間にわたって完全に虜にして大臣の任
命すら口に出した｡彼女は軍需商人の娘,もとは徴税請負人の妻であった｡フ
ランス宮廷は財政的窮乏をよそにして相不変賀沢三味の生活を続けていた｡勿
論宮廷内は寵姫がすべてPompadolr夫人の如きものではなく,官吏もすべて
が弊臣ではなかった｡しかし寵臣の多くが内外の政治を左右し,Louis15世も
軍国な意志は全くなく,政治はただLouis14世以前の旧制度を維持することに
止まり,改革を断行する気力に乏しかった｡Burbon王朝滅亡の是音は既にLoui
s15世の時代から次第に高くなっていたのである｡そして宮廷内にも充分これ
が認められていたものと見えて,なげやり的な句 AfterustheDeluge(級
は野となれ山となれ)が公然と言われていた｡Myersはその情況を実にすぼら
しい表現で次p様に述べている｡
Thelong一gatheringtempestisnowreadytobreakoverFrance.
LouisXV diedin1774.Intheearlypartofhisreignhissubjects
badaffectionatelycaledhim "theWel-Beloved,"bltlongbefore
hisdeathaltheirearlyloveandadmirationhadbeenturnedinto
hatredandcontempt.Besidesbeingdespoticalyinclined,theking
wasindolentandscandalouslyprofligate.Duringtwentyyearsofhis
reignhewaswholyundertheinfluenceofthenotoriousMadamede
Pompadour.
Tbeinevitableissueofthisorgyoffolyandextravaganceseems
tohavebeenclearlyenoughperceivedbythe chiefactorsinit,as
rsshownbythatrecklessphraseattributedtothekingandhis
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favorite,-"Afterusthedeluge."Andafterthemthe^delugeindeed
didcome.Thenearthundersoftheapproachingtempestcouldalready
beheardwhenLouisXVlaydowntodie.(P517)
財政の窮乏を示すものとして1789年のフランスの国債45億 リー ブルの利子3
億 リー プルが歳入の半分以上を占め,王室費,貴族の年金がこれに拍車をかけ
た｡貴族,僧侶は租税負担が軽く概ね平民階級の負担となり,フランス全土の
4割を所有する彼等は直接税の8割を負担し,農民の負担額はその収穫の5割
以上に当ったといわれる｡しかも徴収した税金の6割がVersailesの生活に費
消されていたというのであるから,特権階級が一般人民の怨府となったのも怪
しむに足らない｡当時のフランス農民が諸外国の農民に比して生活水準が低く
かったというのではなく,むしろ高い位であったのが,その割当てが不公平で
特権階級のみが安逸をむさぼっていたことに農民や一般市民の不満が爆発した
のだと言い得る｡
7.ExecutionofKings
｢天子と難も徳を失えばその地位を失う｣とは太平記の有名な言葉である｡
第二次世界大戦中,｢天皇は絶対神聖で侵すべからざる存在である｣と固く信
じてやまなかった右翼思想家の気に入らぬ文言でもあった｡太平記は後醍醐天
皇の建武の中興の失政をそれとなく表現したっもりであったのだが,終戦後ま
では,皇国史観の歴史学者から全面的信頼をかち得る書物ではなかった｡ しか
し今日では太平記の述べるとおりのものであると私は思う｡もっとも幸なこと
に日本では天皇を流罪にすることはあっても命まで奪うことはなかった｡幸い
歴史上日本の天皇は国民全体に怨まれる様な存在であったことは無かったし,
幸か不幸かその生活振りも例外はあるが外国君主の様に専制的で賛沢な生活を
するchanceに恵まれなかったことにもあると思う｡しかし西洋の歴史において
は,国民による国王に対する公然たる処刑は三件もあった｡ 1つは英国の
CharlesI,2つめはフランスのLolis16世,3つめはロシアのNicholasⅡの処
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刑である｡
(1)Charlesl世の処刑
1603年Elizabeth女王の死によってTudor王朝が断絶,Scotland王が王位
を継承LJamesIとなりStuart王朝を開く｡次のCharlesIはDivineRightof
Kingを信奉し議会を無視する専制的態度に出た｡ここで議会と国王が屡々衝
突し,議会が国王の専制に抗して1628年有名なPetitionofRightsを提出する
に至る｡それにもかかわらずCharlesIの専制政治は甚しく,遂にCromwelの
PuritanRevolutionがおこり,1649年 議会は王を斧で斬首するという惨刑を
科し共和国を宣言した｡処刑に当っての王の最後の言葉は印象的である｡
TheCommonsthus"purged"oftheking'sfriendnowpasseda
resolutionfortheimmediatetrialofCharlesfortreason.AHigh
CourtofJustice,ComprlSlngOnehundredandthirty-fivemembers,
wasorganized,beforewhichCharleswassummoned.Appearingbefore
thecourt,hedenieditsauthoritytotryhim,consistentlymaintaining
thatnoearthlytribunalcouldrightlyquestionhisacts.Butthe
trialwenton,andbeforethecloseofaweekhewascondemned
tobeexecuted"asatyrant,traitor,murderer,andpublicenemyto
thegoodpeopleorthisnation."
Inafewdaysthesentencewascarriedout.Charlesborehimself
inthepresenceofdeathwithgreatcomposureanddignity.Onthe
scarroldhespokethesewords,thesincerityorwhichcannotbe
doubted: "ForthepeopletrulyIdesiretheirlibertyandfreedom
asmuchasanybodywhatsoever;butImusttelyouthattheir
libertyandfreedomconsistsinhavinggovernment;--･itisnotin
theirhavingashareinthegovernment;thatisnothingpertainingto
them."(P472)
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(2)Louis16世の処刑
Louis16世はLouis14世,Louis15世の様に多数の寵姫を宮廷内にはべらせる
こともなく,皇妃MarieAntoinetteのみを愛し極く普通の父親であった｡彼
はdanceをするでもなく,大酒を飲むでもなく精々狩猟位が趣味であった. ち
しフランスの一市井人に生まれていたら平凡な一生を送り得たであろう好人物
であった｡彼が死を平然とむかえることができたのも,生来の鈍感という素質
と無関係でなかったかもしれない｡処刑の前夜Louis16世は深い眠の中にあっ
たという｡処刑に出る前従者に結婚指輪を託し｢これを妻に返してくれ,そし
て別れるのがつらいと伝えてくれ｣と言った｡又処刑直前には,｢国民よ私は
罪なくし死ぬのだ,諸君,私は非難される理由はない｡私の血がフランス人の
固めになることを切望する｣と｡ギロチンの刃は一撃にして王の頭と胴体を切
り離す｡｢共和国万才｣という叫びがいくつか聞かれた｡芦はしだいにふえて
ゆき10分もたたないうちに,この叫び声は群衆全員の叫びとなり,みんなの帽
子が宙に舞った｡
Ashisheadfelbeneaththeknifeorguilotine,agreatshout,
"ViveIaRepubliqueT. "burstfrom thesurroundingmultitudes,
andechoedthroughtheemptyhalsortheneighboringpalaceorthe
Tuileries.(MediaevalandModernHistorybyMyersP524)
(3)NicholasⅡの処刑
1917年5月15日 第一次世界大戦の西部戦線が腰着状態にあった時,ロシア
は突然国内の革命によって東部戦線を離脱してしまった｡1917年4月6日アメ
リカの連合軍への参戦の日であるからその直後であった｡かくて300年以上に
亘ってロシアに君臨したロマノフ王朝は倒れた｡革命については色々の原因が
あるが,Myersは次の様に述べる｡
Theimmediatecauseortherevolution,asidefromthewidespread
sufreringorthepeopleandgeneralwar-weariness,wastheincompe-
tenceshownbythegovernmentintheconduct~orthewar,and
l15
thepopularbelief,whichwaswelrounded,thatthedefectswhich
theRussianarmieshadsufferedweretheresultortreacheryonthe
partofRussianorricialsorpro-Germansympathies.と｡ (P688)
この外に皇帝を取りまく宮廷内部にも予言者ラスプチーンという怪僧が皇妃
の信頼を得,その上風紀上の問題までも起こして素乱しきっていた｡要するに
ロシアは内部より崩壊したのである｡皇帝NicholasⅡ及び家族の惨殺は極秘裡
に行われ,極く最近まではその真相が不明であった｡しかしここ10年来の調査
ではウラル地方スベルドロフスク市の沼地で,NicholasⅡと皇后,皇太子,四
人の皇女,侍医一人,侍女一人,従者二人の計11人が殺されたことは確実であ
るという｡皇帝は1918年7月16日銃殺,残り10人は別の場所に移されどの様に
して殺害されたかは不明であるが,近体を溶かす時に硫酸が使用されたらしい｡
彼等が使っていたearingやボタン,ガラス瓶,飼い犬の死体が発見されたので,
殺害された場所だけは確かの様である｡ロマノフ王朝の最後こそ凄惨の極みに
轟きる｡Myersはただ次の如く述べているだけではあるが｡
Afterhisabdicationtheex-TsarNicholasIbecameaprlSOnerOf
theRussianrevolutionarygovernment.Hewasfinalytakento
Siberia,whereheandhiswifeandchildrenweremurderedbythe
Bolshevists,whohadseizedsupremepower.(P689)
8.Gumotine
フランス革命と言えば,自由,平等,博愛の標語の下に,政治的,社会的な
大変動を想像すると同時に,あのいまわしい恐怖政治の下にguilotineの犠牲
になった多数の人々の事を想起し,特に美しい王妃MarieAntoinetteの死刑
は後世多くの紅涙をながさせ,革命否定思想の情緒的基盤となっている｡ しか
しMyersはフランス革命 のIntroductoryに次の様に述べる｡
TbeRevolutionwasarevoltoftheFrenchpeopleagainstroyal
despotismandclassprivilege."Liberty,Equality,andFraternity"
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wasthemottoortheRevolution.Inthenameortheseprinciples
greatcrimeswereindeedcommitted,buttheseexcessesoftheRev-
Olutionarenottobeconfoundedwithitstruespiritandaims.The
Frenchpeoplein1789contendedforsubstantialythesameprlnCiples
thattheEnglishpeopledefendedin1642and 1688,andthat
theAmericancolonistsmaintainedin1776.Itisonlyasweview
them inthislightthatwecanfeelasympatheticinterestinthe
menandtheeventsofthistumultuousperiodorFrenchhistory
(P512)
恐怖政治はどう考えてもDemocracyに背反するものであり,独断専制の何も
のでもない｡なるほど歴史は必ずしもいつも同じ速度で進むものではなく,水
の流れがせきとめられるときは,それは浸布となって一瞬にほとばしることは
ある｡革命は短時間に旧社会の矛盾を解消して新しい社会をつくり出す有効な
方法である｡Myersが述べる如くフランス革命の本質と恐怖政治の行き過ぎと
を混同してはならないと思う｡
次に我々は1789年7月14日のStormingorBastile後日遠からずして国王の
処刑と思い勝ちであるが,いかに専制主義が支配し幾多の悪政を重ね,その生
活の菅伊が国庫の余裕を潤渇せしめたとはいえ,Burbon王朝を敬慕する大衆
の気持ちは,容易に払拭し得るものではない｡アメリカの独立戦争に参加した
Lafayetteの如きは,飽くまでBurbon王朝を立て,ただ行き過ぎた行為や,国
庫を無制限に濫費することをcheckする立憲王政を確立し,それによってすべ
てを解決すべく努力しようとしたgroupも あったのである｡ しかしLouis16世
が当時盛り上った国民議会を抑圧しようとしたり,国外に逃亡を企てヴァレン
ヌでとらわれるという事件がおこり,国民は完全に国王を見放してしまった｡
そして革命勃発 (1789,7,14)より3年半にして,処刑される憂日におちい
るのである｡
Louis16世の死刑の賛成387,反対334で満場一致でLouis16世の処刑がきまっ
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たわけではない｡国王は一般人民にとっては空気の様なものである｡その有罪に
は一応賛成したもののこれを抹殺することはどこか不安があったのではないか｡
次に何といってもguilotine犠牲者中の白眉は夫の処刑後9ケ月後に,断頭
台の露と消えたMarieAntoinetteであろう｡彼女はオーストリア皇帝の妹,
女傑MariaTheresaの娘で,14才の時フランス･オーストリアの和解の為,将
来フランス王の妃となるべく,オーストリアからフランスに来た｡全くの世間
知らずのお姫様,フランス宮廷の儀式ぼった生活に飽きてVersailes宮殿内に
羊を飼ってみたり,こっそり宮殿をぬけ出してバリー でダンスに興じたり,午
後四時前に眼をさますことを知らぬだらしのない生活をしていた｡彼女の処刑
については同じMyersの著書であるが "MedievalandModernHistory"の
P528に次の様な傷ましい描写がある｡
Oneoftheearliestvictimsoftheguilotineundertheorganized
Terrorwasthequeen.TheattentionortheRevolutionistshadbeen
turnedanewtotheremalnlngmemberoftheroyalfamilybyreason
ortherecognitionbythealiesoftheDauphin(荏)asKingof
France,andbytherecentalarmingsuccessesoftheirarmies.The
queen,whohadnowborneninemonthsimprlSOnment,Wasbrought
beroretheterribleRevolutionaryTribunalandcondemnedtothe
guilotine.Shewasconveyedinacommoncarttothesamespot
where,lessthanayearbefore,herhusbandhadsurrered.
Whenshefirstappearedinthechamberorthedreadtribunal,with
herrobesdisordered,herairblanchedfromanguish,andherface
furrowedwithsorrow,- sochangedfromthatfairvisionof
beautyoncethecenterofthebriliantcourtofVersailes- awave
ofpityhadrushedovertheheartsofalbebolders;buttherisingtide
orsentimenthadbeenchecked,andnow ahideousmobormen
andwomenhowledwithsavagedelightaroundthecartwhichbore
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theunhappyqueentothescaffold.
WeneednotspeakorthefaultsorMarieAntoinette,thoughthey
weremany;herpatience,herheroism andhersufferingswere
ampleatonementforthemal.(MedievalandModernHistoryby
Myers.P528)
〔注〕 Dauphine.MarieAutoinetteの男子で将来Louis17
世となるべき人であった｡普通の歴史教科書ではLouis16世から,
Louis18世に飛んでいるのはその為めである｡僅か8才にすぎな
かったが,1793年1月のルイ16世の処刑後は欧州諸国によって
フランス国王として認められていた｡母親と共に牢獄にあった
が,獄吏の苛酷な待遇によって1795年に獄死した｡
古来国王や君主に殉じてその王妃も後に続くことは多かったが,時として女
性なるが故に死を免れたり,散に身を委ねて生きのびる例もなきにLもあらず
である｡しかしMarieAntoinetteの場合は夫も子供も最悪の事態になり,自ら
も｢オーストリヤの女め｣という罵声をパリ二の膳女達から死ぬ間際まで受け
これほど悲惨な運命を辿る女性は珍しい｡さすがにMyersはMaTieAntoinette
の欠点は多くあったろうが,herpatience,herheroismそして hersurrering
は当にそれら欠点を充分に原罪していると結んでいるのは見事という外はない｡
女王の処刑後2週間後にはジロンド党の主だった者202名その後数百人の者
がguilotineの犠牲となった｡Myersはそれを無生物主語を以て次の様なすざ
ましい描写をしている｡
TheguilotinewasnowfeddailywiththebestbloodorFrance.
と (P532)
ジロンド党員である嫌疑で処刑台に登ったMadameRolandについては
Asshewasabouttolayherheadbeneaththeknife,hereye,it
issaid,chancedtofaluponthestatueofLibertywhichstoodnear
thescaffold."0Liberty!'sheexclaimed;"Whatcrimesarec-
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ommittedinthyname!'と｡ (P532)
｢剣によって立つ者は剣によって滅ぶ｣｢guilotineによって敵を制した者
はguilotineによって成敗される｣革命家達の末路は概ね悲惨である｡｢テニス
コートの誓｣の集会を牛耳ったMirabeauは,1791年4月病死したが,死後
Louis16世とひそかに闇取引をして過度の民主化を阻止していた事が発覚し,
墓より遺骨が引きずり出されて,ごみの中に捨てられた｡それでも革命家の中
で自然死をした唯一の人物というべきであろう｡尤もラアファイエット,シェ-
ス,タレイラン夫々時代の流れにそって浮沈はあったが,穏健な立憲王政を標
梼していただけに,過激派の末路を辿ることは免れた｡ジャコバン派の巨頭マ
ラーはジロンド派のシャルロット,コルデという25才の女性に入浴中にナイフ
で一刺しで殺害された｡ジロンド派の巨頭Danton(1759-1794)はジャコバ
ン派のRobespierreによって断頭台に送られた｡Dantonの死刑執行人に対する
最後の言葉は
Showmyheadtothepeople;theydonotseethelikeeverydayであっ
た｡そしてThegrimrequestwasgrantedとある (P534)
まことに悌然として肌粟を生ぜしめる言糞ではないか｡
Dantonは裁判所の書記を父としてシャンンパーニュ州に生まれ,祖父の代
まで農民で2才で父を失い母ひとりに育てられた｡ジロンド党は第三階級といっ
ても下層労働階級を除くbourgeoisieを背景とする党派で,一方 Robespierreの
ジャコバン党は無産労働階級をバックにもつ党派で,Robespierreの没後は
Bourgeoisieの勝利に帰し,フランス革命は結局Bourgeoisie乃至は富裕一般農
民達の革命であったことになり,一旦彼等が特権を得ると再び王政に戻りたく
もなく,さりとて無産一般大衆に権力を渡す意志もなく,安定を求めてNapoleon
の軍事政権を頼ることになる｡
それは放ておき,パリ一恐嚇政治の最高潮はRobespierre政権掌握後のthe
GreatCommitteeorPublicSaretyの下に設けられた theRebolutionary
Tribunalの迅速な裁判手続処置であった｡
Rankortalentwasaninexpiablecrime.`Wereyounotanoble?"
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askedtheprsidentorthetribunaloroneof theaccused."Yes,"
wasthereply.`Enough.,another!"wasthejudge'sverdict.(P535)
以上の如く｢お前は貴族であるか否か｣という質問に対し ｢貴族である｣と
答えれば,それで ｢死刑｣｢次｣という工合に杜撰極まる裁判が行われた｡そ
してその上もっともいまわしい事実はguilotineによる処刑現場には,バリー
の膿女達がベンチを並べて見物席をこしらえ,編物をしながら席料をとってい
たというこである｡
Thescenesabouttheguilotineseem mirroredfrom thelnrerno
orDante.Bencheswerearrangedaroundthescarroldandrentedto
spectators,likeseatsinatheater.ThemarketwomenofParis,who
wereknownas"theFuriesortheGuilotine,"busiedthemselves
withtheirknittingwhilewatchingthechangingscenesorthebloody
spectacle.Inthespaceorsevenweeks(JunelO- July27,1794)
thenumberorpersonsguilotinedinPariswasthirteenhundredand
seventy-six,- anaverageofovertwenty-eightaday.(P535-P
536)
しかしかかる残酷な光景が何時までも続く事は到底許されるところではない｡
遂にジャコバンの巨頭 Robespierreもsweepawayされることになる｡
ここで Robespierre(1758-1794)について少し語っておこう｡彼の祖先は
代々北フランスのアラスという地方都市に住み6代前からずっと法律家であっ
た｡彼の父は神経質な変り者で女出入りがたえず,ある娘の腹が大きくなって
から大急ぎで結婚し,4ケ月日に生まれたあがRobespierreであった｡6つの
時母を失い,10才の時父親が借金につまり放浪の旅に出てしまったという｡家
庭的に不遇であったのはDantonともよく似ている｡非常な秀才であり,勉強
家でもあった｡ルソーを耽読し高潔な人格とあいまって清廉の士としての評判
が高かった｡清貧に甘んじ34才で死んだのだが,家主には4,000フランの借金
があった｡そして一生不犯であった｡本年1989年はフランス革命200年祭に当
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り,フランスでは Robespierreを再評価しようという動きもあるのだが,何
といっても恐怖政治の張本人として汚名はぬぐい難く,Danton,Robespierre
の名を聞いただけでフランス人の血は騒ぐという｡
Robesbierreの最後も亦凄惨そのものである｡テルミドー ルの反乱で,彼は
19才の少年にピストルで顎をうちくだかれた｡彼はそれを包帯でしぼりつけた
ま ,ゝコンコルドの広場へとはこぼれた｡上着はやぶれ血まみれのシャツの下
から蒼白い胸をのぞかせ,純白の靴下は血にまみれていた｡刑更の手さきが群
衆の叫びに助けられRobespierreの顎の包帯をひきちぎる｡うめき声,蒼ざめ
た見苦しく大きくひらいた口,そして折れて今にも落ちそうな歯｡そしてギロ
チンの刃は野間に下る｡
Robespierreは革命の殉教者といわれる説がある｡その理由はこうである｡
フランス革命全体をつらぬいて実現されるべきものはBourgeoisieの権力の確
立であった｡だがこれを達成するにはブルジョア独自では充分でなかった｡小
ブルジョアジーの協力が必要であった｡しかし小プル的権力そのものを維持す
ることは,この歴史の段階では不可能であった｡小プル的 ｢独裁｣は革命の防
衛というおのれにあたえられた課題の解決に成功した瞬間から,非情な歴史の
女神によって没落の運命をあたえられていたのである｡フランス革命にかぎら
ず,革命というDramaにおいては ｢校兎死して走狗烹らる｣という事は珍し
くない｡｢あらゆる革命には,それを実行した人とそれでもうける人がいる｣
といったのは Napoleonであるが,Robespierreはまさに革命を実行し,外国
軍の侵入から共和国を救ったのである｡このことが彼が革命の殉教者といわれ
る所以なのであろう｡
9.DeclineofNapo一eon
あれほど耳目を賛動したフランス革命が,共和制を実現したにもかかわらず,
何故フランス人はナポレオンの帝制を受け入れたのか｡それは革命の所産たる
市民階級および土地所有農民達が新たに得た所有を固めるために,旧制度の復
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活にもまた革命の継続にも反対したからである｡労働者階級の未成熟な当時に
おいては,見捨てられた貧農や無産者達は,社会主義思想の萌芽を後世に残し
たま､未発のうちに鎮圧されてしまった｡フランス革命はその意味において完
全な民主々義の実現の段階には至っていなかったのであるoプルシヨワと農民
は,ジヤコバンの亡霊と旧制度の復活との脅威におびえながら,不安定な自己
の財産を守るためなんらかの強力な腕に身を委ねようと,した｡かれらの求める
力はた 軍ヾ隊とそしてその指導者ナポレオン･ボナバルトのうちに見出したの
である｡
ナポレオンによってフランス社会のブルジョワ的安定は実現した｡そして大
陸諸国の征服によって広大な市場を与えられた｡幼弱なフランス資本主義はそ
の発展の基礎を固めた｡ナポレオン法典は農民解放,私的所有権の絶対,契約
の自由とを軸として近代市民社会の基本的諸関係を法的に確立した｡
ところが ｢革命の子｣であるべきナポレオンは革命の樹立した市民的民主々
義の政治原理を無視して軍事的独裁を布き,共和制を倒して皇帝になった｡こ
の矛盾はナポレオンの強力に頼らざるをえない当時のフランス･ブルジョワジー
の幼弱性と,土地所有農民の急速な保守化とに由来している｡そして当時勃興
しはじめたナショナリズムが,革命を防衛する戦争が国家的利益を求める侵略
戦争に変質し,その故にのってナポレオンは次次と成功を納め,国民の信頼を
かち得るに至ったのである｡物質的,領土的利害が革命の原理に優越すること
によって,フランス国民はナポレオンの帝政を認めるに至ったのである｡かく
て Francewasstilcaledarepublic,butitwassucharepublicas
RomewasunderAuglStuS.Therepublicannamesandformsmerely
veiledagovernmentasabsollteandpersonalasthatofLouisXIV,-
inaword,amilitarydictatorship.(P543)となったのである｡
1804年ナポレオンは皇帝の位につき,英国との対立,大陸封鎖励行に対する
イス′ヾニヤ国民の反乱と難題は続出していたが,とにかく1808年～1812年頃が
ナポレオンの権勢の絶頂にあった｡彼が皇后 Josephineを離婚してオースト
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リアの皇女 MarieLouiseを皇后として迎へたのは1810年のことである｡欧
州の王室中の名家ハブプルグ家との縁を結ぶことを望んだからである｡この事
の事について Myersは次の如く述べる｡
SoonafterhistriumpovertheEmperorFrancis,Napoleondivorced
hiswifeJosephineinordertoform anew aliancewiththe
ArchduchessMarieLouiseofAustria.Josephinebowedmeeklyto
thewilorherlordandwentintosorrowfulexilefromhispalace.
Napoleon'sobjectinthismatterwastocoverthereproachofhis
plebeianbirthbyanaliancewithoneoftheancientfamiliesof
Europe,andtosecuretheperpetuityorhisgovernmentbyleavlng
anheirtobetheinheritororhisthroneandfortunes.
TheambitionofNapoleontofoundadynastyseemedrealized
when,theyearfolowinghismarrlageWiththearchduchess,ason
wasborntothem,whowasglVenthetitleorKingofRome.His
enemiescouldnownolonger,ashereproachedthemwithdoing,
makeappointmentsathisgrave.Hehadnowsomethingmorethan
'alifeinterest"inFrance.Thesuccessionwasassured.(P554)
さてこの文だけを見ると長年連れそった糟糠の妻を見捨て 名ゝ門のお姫様と
結婚するなどというのは,ナポレオンも随分ひどい男だと思われるのであるが,
少しく附言する必要がある様に思う｡
ナポレオンはヴァンデミェ-ルの王党派反乱を鎮圧した直後1796年3月6才
年上の Josephineと結婚した｡彼女は共和主義の将軍そして恐怖政治のもと
でギロチンの犠牲となったボーアルネ子爵の未亡人で二人の子持ちの美貌婦人
で当時33才であった｡既に他の男性の愛人でもあったのだが,ナポレオンは意
に介しなかった｡ナポレオンの留守中も兎角の噂のあった女性である｡離婚に
際しては依然として皇后の名を許し,彼女の先夫の二人の子供にも,後のイタ
リア副王,オランダ王妃にしており,それ相当の気配りと待遇を与えていた
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らしい｡このオランダ王妃オルタンスとナポレオン実弟のルイとの間に生まれ
た子がやがて後世ナポレオンⅢとなるのである｡
一方再婚の相手 MarisLouise はあのギロチンの犠牲になった MarieAn-
toinetteの姪に当る平凡な18才の娘,容貌も十人並で美人というほどでもない｡
鈍感で移り気,投げやりなところがあり,ナポレオンが Moscowで大敗してか
らは夫ナポレオンに会うともせず,オーストリヤから執事として送られたナイ
ベルグ伯爵の情人となり数人の子を生みナポレオン死後彼と結婚した｡一方先
妻であった Josephineもナポレオンが Elba島に流されて間もなく死亡した｡
ナポレオンは確かに一世を風扉した英雄である｡数学と歴史を得意とする彼
は,軍略にもすぐれており,身体もtoughであった｡すべての場合に運の強
さに恵まれていることは確かだが彼自身も非常な努力家であり勤勉家であった｡
数時間の眠りで疲労を回復できる超人である｡彼の強運と末路の哀れさはわが
国の豊巨秀吉に類似している.ところで一旦人間も落目になれば,すべてが敵
となるものである｡
EventhelargeclasswhoatfirstwelcomedNapoleonastherepresentative
ortheFrenchideasofequalityandliberty,andapplaudedwhilehe
overturnedancientthronesandstrippedoftheirprivilegesancient
aristocracies,- evenmanyortheseearlyadherentshadbeen
turnedintobitterenemiesbyhisadoptionofimperialmannersand
theformationofacourt,andespecialybyhissettingasidehisfirst
wire,Josephine,andformingamamagealiancewithoneofthe
oldhatedroyalhousesofEurope.(P556)
ナポレオンの没落は1812年の Russia侵入から始る｡5日間に且るモスコー
の大火の上に更に冬将軍の訪れにたまりかねてナポレオンは退去を開始した｡
そして出発前の45万の大軍が僅か3万という数字になり,やっとの思いでフラ
ンスに帰ってきた｡ トルストイの大著 ｢戦争と平和｣の最終巻には悲惨なフラ
ンス軍の退去の有様をあますところなく伝えている｡ トルストイはフランスと
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敵対関係にあったロシアの文豪であるせいもあり,ナポレオン評は厳しい｡
｢侵略した国の財宝金銭その他を奪い自国民の利益を図るナポレオンにどれほ
ど英雄的価値があるのか｡偶然という名の幸運によって或る程度までの勝利を
おさめただけではないか｣と｡
スタンダールは ｢革命の子たることをやめて,普通の君主でしかないことを
望み,国民の支持を失ったために,ヨーロッパの最も輝かしい家族-ブスプル
グ家の支持を確保せんとした｣と｡
もっともタレイランの如く褒める人もいる ｢彼の天才は信じがたいはどのも
のであった｡ここ1000年のあいだに見られた最も驚くべき生涯である｡彼はた
しかに私がかつて見た最も異常な人間であった｣と｡
なるほど彼は肉体健全,どこでも好きなときに好きなほど眠ることができ,
小粗食に堪え,晩年は別として疲れというものを知らなかったという｡
拐て Myersのナポレオン評は Tocquevileの評を引用して結んでいる｡
Asamilitarygeniusandcommanderheleftadeeperimpressupon
theimaginationoftheworldandfilsalargeplaceinhistory,
probably,thananyothermanwhoeverlived."Hewasasgreat
asamancanbewithoutvirtue"(Tocquevile).(P564)
10. L8fayette.wearehere.
1914年8月4日第一次世界大戦の幕は切って落された｡そして東西両面に散
を受けたドイツは一刻も速くフランスを圧服すべく,国際法に違反してベルギー
領を通過した｡そして戦時中にはあり勝ちな身勝手な次の様な宣言をした｡
Thecrimewasconfessedinself-indictingwordsbyGermanChancelor,
Bethmann-Holweg.InannouncingtotheReichstagtheinvasionof
Belgium,hesaid:"Gentlemen,wearenowinastateofnecessity,and
necessityknowsnolaw.OurtroophaveoccupiedLuxemburgand
perhapsarealreadyonBelgiansoil.Gentlemen,thatiscontrary
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tothedictatesofinternationallaw･-･Thewrong- Ispeakopenly-
thatwearecommittingwewilendeavortomakegoodassoonas
ourmilitarygoalhasbeenreached."(P677)
国際法に LawofNecessityという法理はあるが,上述の論述はまことに
身勝手な法理の使用という外はない｡しかし当時のベルギー人の抵抗には,ド
イツ軍も手こずったらしい｡ ドイツ皇帝 WiliamⅡがベルギー王 Albertに
対し,ドイツ軍がベルギーを制圧 したとき Soyonsee- you'velost
everythingと言ったのに対しAlbert王は notmysoulとやりかえしたと
いうエピソードがある｡
だが東西の両戦線は塑壕戦となり完全に腰著してしまった.そして腰着を打
開せんがため ドイツ軍はベルグン総攻撃を開始したが,仏軍も亦Theyshal
notpassの意気ごみで頑張った｡当時 ドイツも戦局を何とか打開すべく
UnrestrictedSubmarineOperationsを開始し,中立国の船や戦争に関係のな
い船まで沈めた｡これがアメリカの憤激するところとなり,アメリカをして欧
州における大戦に参加せしめることになる｡事実アメリカの参戦がなければ勝
敗はいづれにあるともいえない状態であったので,アメリカ参戦の newsは連
合軍を有頂天にしたのも無理からぬところであった｡
OnreceiptofthenewsinEnglandtheStarsandStripeswere
flungoutalongsidetheUnionJackofGreatBritainfromthehigh
toweroftheParliamentBuildingatWestminster-"thefirsttime",it
issaid,"thataforelgnflagwaseverdisplayedfromthateminence"二
(P690)
数週間後,米軍の最初の遠征部隊が Pershing将軍の指揮の下にフランスに
上陸した時,フランス人の感激ぶりは半狂乱 (frantic)であったという｡そ
して将軍が Lafayetteの基に詣でて Lafayette,wearehere!と劇的な言葉
をはいたのはこの時であった｡
Afittingmemorialofthishistorichourarethesimplewords
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utteredbyGeneralPershingatthe tomb or Lafayette.Saluting,
hesaid,Lafayette,nousvoila!("Lafayette,wearehere"),thus
compresslngintoahappyeplgram"thestoryofanhistoricobligation
･anditsprouddischarge".(P691)
Lafayette(1757-1834)はフランスの自由主義貴族で1777-81年義勇兵と
して,アメリカ独立軍に参加した｡もっとも彼の父は彼が2歳の時7年戦争で
戦死し,彼の反英感情が義勇軍参加を決意せしめたものといえる｡戦後フラン
スに帰国した後も,彼の部屋には,アメリカの独立宣言書が掲げられていたと
いう｡因に独立宣言書は ThomasJeffersonの作成したものであり1776年7
月4日 Congressによって可決されたものである｡宣言の中心たる主要部を
述べれば
Weholdthesetruthstobeself-evident,thatalmenarecreated
equal,thattheyareendowedbytheirCreatorwithcertainunalie一
mableRights,thatamongtheseareLife,Libertyandthepursuitof
HapplneSS.
又 Lafayetteはフランス革命の時も終始立憲君主主義の立場を取り,ブル
ボン王朝を認めつつも君主による専制や国費の濫費を法によって checkする政
治体制を求めていたのである｡革命の激化を嫌って1792年8月オーストリアに
亡命し,ナポレオン没落後に帰国し,7月革命に活躍しguilotineの犠牲に
なることも免れて晩節を全うした｡
Lafayetteに関する今一つのepisodeをそえる｡フランス革命は先述の如く
1789年7月14日 StormingofBastileによって始ったのだが,牢獄の鍵が
Lafayetteによって Washingtonに送られているのである｡
ThekeyofthedungeonwassentbyLafayettetoWashington"as
atrophyorthespoilsofdespotism."Inaletteraccompanylng
thegift,Lafayettewrote:"ThattheprlnCiplesofAmericaopenedthe
BTastileisnottobedoubted,andthereforethekeygoestothe
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rightplace."(P522)
そしてそのKeyは今日でもMountVernonのcaseの中に納められていると
いう｡Lafayetteと言い,Pershing将軍と言い,まことに味のあるperrormance
をするものだとつくづく思う｡
ll. W8rCriminal
東京裁判において被告東条英機は最後の陳述で Thisisthevictor'strial
という言葉を残して絞首刑場の露と消えた｡事実今日に於ては東京裁判及びニュ
ールンベルグ裁判の意義については,正しい裁判であったかどうかの論争がや
かましい｡先ず第-に戦勝国のみが裁判官となり,敗戦国の責任者を被告とし
て裁判をするのは ｢勝者は正義｣という前提があり公平を欠く｡少くとも中立
国の裁判官をメンバーに入れるべきであった｡第二に平和に対する罪が絞首刑
になるという国際法国際慣習法が当時確立していたか｡従って東京裁判は法理
上の罪刑法定主義に違背する｡第三に日本が侵略戦争を行ったという起訴事実
ら,経済封鎖をされて挑発されたという反駁論,自衛戦争との定義づけの唆昧
さと相侯って問題の残るところである｡しかし南京における日本軍の虐殺事件
その他戦争法規違反の非も率直に認めねばなるまい｡ところで東京裁判の群護
人の一人清瀬一郎をして ｢東京裁判は土人の首狩りと同じだ｣と言わしめたの
も無理からぬところである｡また裁判官の中でも印度のパール判事が唯一人
｢全員無罪｣を主張したことも東京裁判中の白眉であったというべきであろう｡
全員無罪ということは,当時の日本国民感情や,戦勝国側の復讐心から言って
も無理かも知れぬが,死一等を減じ,永久隔離つまり無期懲役にしておいて,
講和条約後或いはもっと後世になって,世の中が平静をとり戻した頃釈放した
ならば,東京裁判の意義も亦異った評価がされたかも知れない｡当時の裁判者
側,特に,ソ連,中国,オランダ等では天皇を戦争犯罪人とすべきだという強
硬な主張があった｡明治憲法下にあっては,天皇は陸海軍を統率する大権を有
していたから,権限のある所に重任があるという法理の下にその様な主張がな
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されたのである｡最近長崎市長が ｢天皇にも戦争の責任がある｣と発言して物
議をかもしたことは事新しいところである｡連合軍総司令官マッカ丁サーは,
天皇を戦争犯罪人として裁判にかけると占領政策がスムーズにゆかないことを
察知して,GHQよりも上位にあった対日理事会が天皇を戦争犯罪人とするこ
とを強行する前に,日本国憲法を作成して天皇を日本国の象徴とすることによっ
てその危難を免れしめたのである｡新憲法は占領軍による押しっけ憲法である
という前に先ずその様な裏面史があったことを鈷記すべきである｡
班て第1次世界大戦後の WarCriminal の問題はどうであったか｡やはり
戦争を始めた張本人 ドイツ皇帝 WiliamⅡや当時のドイツ首脳部その他の戦
争犯罪人に対する裁判や処罰の問題がおこり講和条約であるヴェルサイユ条約
で規定が設けられた｡
Inrespecttoresponsibilityforthewaraspecialarticleofthetreaty
arraignedtheKaiserinthesswords:"Thealiedandassociatedpowers
publiclyarraignWiliamⅡofHohenzolern,formerlyGermanEmperor,
rorasupremeoffenseagainstinternationalmoralityandthesanctity
oftreaties".HissurrenderwastoberequestedoftheNetherlands
fortrialbeforeaninterndtionaltribunal.Alotherpersonswho
hadviolatedthelawsofwasweretobegivenupbyGermanyfor
trialandpunishment.(P708)
とMyersは述べる｡第一次世界大戦では,第二次世界大戦の時と違って,
国際連盟 (1919年6月成立)がある訳でもなく,不戟条約 (1928年8月)の成
立もずっと後のことであるし,精々ハーグ陸戟法規 (1907年10月)位が存立し
ていたに過ぎず,戦争犯罪人として国家の責任者を処罰するという情況までに
は至っていなかったのであろう｡なるほどヴェルサイユ条約第228-230条では,
戦勝国が戦敗国の戦争犯罪人を処罰するため,引渡すべきことを規定し,戦勝
国の裁判所で処罰する旨の規定を置いている｡しかし実際は次に述べる様な事
で裁判や処罰は行われなかったが,第二次世界大戦後に行われたニュールンベ
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ルグ裁判や東京裁判の萌芽があったというべきであろう｡
連合軍はオランダに亡命していた WiliamⅡの引き渡しを要求したが,オ
ランダは政治的犯人不引渡の原則という国際法上の原理を盾にとって,この要
求に応じなかった｡
BynotedatedJanuary15,1920,theSupremeCouncilorthePeace
ConrerencedemandedortheNetherlandsgovernmenttheextradition
oftheformerEmperorWiliam.Thedemandwasrefused.(P708)
又,首相ペートマン･ホルウェッヒ,ヒンデンブルグ元師,ルーデンドルフ
大将その他の要人達を連合軍に引渡す様要求したが,ドイツ国内で非常な反対
がおこり,結局,第二次世界大戦後の戦勝国による大体的な裁判は行われず,
戦争犯罪人の裁判処罰は敗戦国ドイツ自身の手によって行われたことも特筆す
べき事柄であった｡約900名ばかりの被疑者をドイツ国内の裁判で審理するこ
となったが有罪の判決は僅か6件,もっとも重いもので4年の禁鏑であった｡
第二次世界大戦後の東京裁判,ニュールンベルグ裁判と比較して転た隔世の感
を深くするのである｡
終わりに /
Myersは GeneralHistoryの最後のくだりで第一次大戦後に関する若干の
感想を述べている｡
第-点は,ロシア革命の成功が表面上のことで,経済的発展の過程で stand-
stilか breakdownが訪れるであろうことを指摘し,(P721)第二に,第一次大
戦末期にあらわれた航空機に関し,contributelargelytothegrowingunion
andprogressofthenationsを予想すると同時に throughitsmisuseina
newworlditmaysetbackhumanprogressforcenturiesorconceivably
wreckcivilization(P727)と指摘した｡
第三に 国際連盟の出現は outlawaryofwarを実現せしめるであろうこ
とを高く評価し,"Herewehave".writesaneminentanthority,"oneof
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themostvitaltextsintheworld'shistory,adocumentwhich,whether
finallydecepteddrrejected,isdestinedtomarkanepockinthehistory
ofpoliticsandinthemoraloutlookoftheworld".(p727)と力強く文
章を結んでいる｡不幸にしてヴェルサイユ体制の欠陥や不満から,国際連盟成
立十数年後に,その組掛 ま形骸化し我々は第一次大戦をはるかに上廻る規模の
第二次世界大戦の惨禍を経験した｡Myersをして今日あらしめば,果して彼は
どの様な論評を下したであろうか｡
終りにMyersのGeneralHistoryと私との出会いについて簡単に述べてみる｡
おさtT
私が旧制高校3年の時,日本史の教授に久保田収という先生がおられた｡彦根
の御出身で私より10才上であったから当時はまだ30才位であったろうと思う｡
先生はあの有名な平泉澄先生の高弟で,日本歴史の講義も,大化の改新,建武
の中興,明治維新に終始し,今日から見れば先生の皇国史観はいただけないと
ころであるが,人格的にも学問的にも尊敬に価する立派な方であった｡その久
保田収先生がMyersのGeneralHistoryの読書を我々学生に奨められた｡昭和
14年頃の事である｡ (Myersは昭和12年に他界していたのであるが｡)翌年5
月頃神田の古本屋でこの本を見つけ,当時の金で三円位で買ったことを覚えて
いる｡ルネッサンス以降を拾い読みしたのであるが,当時の私の語学力では,
辞書をひきひきたどたどしく読むのが精一杯で,こんなに素晴しい本であるこ
とを鑑賞するだけの余裕がなかった｡その後何時か読もうと思いながら,引越
しの皮に多くの書籍の中にまざれこんでいるのは知っていたが,昭和63年英国
の選挙制皮のことについて調べる必要上読み始めたところ,やはり久保田収先
生推薦の書だけあって,その内容といい英文の表現といい名著であることを改
めて知り,最初から読みなおして本岩の読後雑考と相成った次第である.
終戦後久保田先生は皇国史観の立場上学校を退かれて京都に移転され,京都
新聞の論説委員や高野山大学の時間講師として糊口をしのいでおられたが,そ
の後皇学館大学国史学科主任教授としてやっと落着かれた様であった.しかし
その後間もなく昭和51年12月7日66才で他界された｡昭和36年私が京都大学法
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学部大学院で国際法の研修をしていた頃不図20年振りにお会いする機会にめぐ
まれ,二人で北朝最初の光厳天皇の御陵のある山国大雄山常用皇寺に参詣した
ことは,今となっては懐かしい思い出となった｡ここに先生推薦の書 Myers
のGeneralHistoryをやっと読了したことを御報告すると同時に,先生の御冥
福を心よりお祈りするものである｡
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